
はじめに

DC / AC反転でモードでは、ユーザーが通常の作業モード、スリープへのインバータのこのシリーズを設定することができますモード。ユーティリティモードでは、自動電圧調整（AVR）機能、
有用性を有する機能（AC最初のモデル）を充電し、UPSの機能。この多機能低周波数の純粋な正弦波インバーターは、安定した品質、強力な耐荷重能力と長寿命の利点を有する。また、貧しい環
境で作業することができます。それは私たちの低周波数の第2世代です純粋な正弦波インバーターI-P-XDシリーズ。

特徴

1、純粋な正弦波出力、フルパワー

2、CPU制御、インテリジェント制御、モジュール設計

3、様々なLCDディスプレイパラメータ

4、多機能設計（AVR、UPS）は、余分な充電器が必要とされず、電気機器を保護することができる。

5、外部バッテリ接続、それは便利ですユーザーは、利用時間を拡大し、バックアップ電源の時間をするために

スーパー6、運搬能力と高負荷容量をロード、抵抗負荷を駆動することができるだけでなく、インバータこの一連。だけでなく、モーター、エアコン等の誘導性負荷の各種、電気ドリル、蛍光灯、ガ
スランプ。

図7に示すように、低周波回路設計、品質の安定、低故障率および長い適切な操作の下での寿命（、それは）は、少なくとも5年以上続くことができます

8、パーフェクト保護：低電圧保護、高い電圧保護、過熱保護、短絡保護、過負荷保護、アラーム警告

9、CE / EMC / LVD /RoHS指令承認

10、二年の保証、生涯技術サポート

機能 

1、DCにAC反転反転モードでの機能（唯一のバッテリーと負荷で接続されている）、ユーザーができますノルマに設定しますリットルの作業モードまたはスリープモード

1.1、通常の動作モード：LCDでFREQUNCYディスプレイは、どんなに01に設定されていない、それは、インバータの交流負荷を接続するか、しないだ常に直流を交流に変換する。そ
れはへの準備ができているAC負荷に電力を供給する。このモードでは、LCDは、出力電圧を表示する怒鳴るように：



1.2、スリープモード：FREQUNCYLCDディスプレイは02.Ifとして設定されて接続された交流負荷の電力が低い場合インバータの定格電力の5％以下、からは何も出力されませんイン
バータ。インバータのチップのみが動作しています。パワーインバータの消費は1-6Wある。 LCDは、出力電圧は0の場合を示している接続された負荷の電力がインバータであろう、5％以上
である自動的に5S内の負荷に電力を供給するために直流を交流に変換する。 ザ· LCDoutpuを示していますトン 電圧。下に示すように：

                                  負荷の電源<インバータの5％定格
出力                 負荷の電源> 5％インバータの定格電力の

2、UPSインバータが接続された機能バッテリーやユーティリティに、ユーザーはそれを次のように設定することができます ユーティリティ 最初 （AC最初の）バッテリー第1スタンバイモー
ドやバッテリー（DC最初の）ユーティリティスタンバイ]モード。

2.1、ユーティリティ最初の（AC最初の）バッテリースタンバイモード：ユーティリティとバッテリLCDディスプレイにおけるFREQUENCYが01に設定されているインバータに接続
され、ユーティリティはに電力を供給する。負荷前。ユーティリティが遮断されると、バッテリーは自動的に続行され電力インバータを介して電力を供給する。

   手順は次のとおりです。

   ステップ1：ユーティリティが利用可能な場合、それはドライブします直接電圧が安定した後の、同じ時間の充電での負荷パワーインバータを経由してバッテリー。



   ステップ2：ユーティリティは、切断されインバータは、無停電電源を確保するために、自動的に直流を交流に変換します5msの内の供給。

   ステップ3：ユーティリティが再び使用可能になると、インバータが自動的に負荷に電力を供給するユーティリティに転送すると同時に電源インバータを介してバッテリを充電する。

 としてワークフローを参照してください下。

怒鳴るように表示LCD：

                  
ユーティリティ供給電力と充電電池                   ユーティリティが利用できない、バッテリ供給電力

2.2、バッテリー最初（DC最初の）ユーティリティスタンバイUPSモード：FREQUENCYLCDディスプレイは、03に設定されているのに有用とバッテリーが接続されている場合
インバーター、バッテリーは、従来のユーティリティへの負荷に電力を供給する。ときにバッテリー容量が十分ではない、ユーティリティが自動的に電源を供給していきます。

手順は次のとおりです。

ステップ1：バッテリが利用可能である場合には、AC負荷を駆動するパワー·インバータを介して。

ステップ2：バッテリが十分なパワーを持っていない場合は、意志自動的に負荷に電力を供給するユーティリティに転送する

ステップ3：バッテリが完全に充電された後（太陽またはにより、例えば風充電コントローラ）、それは自動的にバッテリー供給に転送されますパワーインバータを経由して負荷への電力。

 以下のようにワークフローを参照してください



怒鳴るように表示LCD：

                     
     バッテリー利用可能です                            バッテリーが使用できない、商用電源を供給

パラメーター

モデルパラメーター 2000VA
定格出力容量 1500W
ピーク電力 3000W
バッテリ電圧（DC） 24V / 48V / 96V（オプション）
サイズW×D×H（mm）の 350 * 220 * 460
梱包サイズW×D×H（mm）の 370 * 240 * 480
正味重量（kg）の 20
総重量（キログラム） 22
一般パラメータ
作業モード 1 最初のユーティリティ（AC 最初の）バッテリースタンバイモード

（設定） 2 スリープモード、無ユーティリティ、負荷の インバータ定格の5％よりも高いパワー 出力電力は、自動的
に動作を開始します

 3 最初のバッテリー（DC 最初の）ユーティリティスタンバイUPSモード

AC入力 電圧 220V（オプション）35％110V + 35％±
周波数 3％または60Hz±3％±50Hzの（オプション）

AC出力 電圧 220V±3％または230V±3または 240V±3％または100V±3％また
は110V±3％（オプション）

周波数 0.5または60Hz±0.5±50Hzの （オプション）



充電
AC充電電流 0〜15A
充電時間 バッテリ容量に依存 と量
バッテリ保護 自動検出、 充放電保護、インテリジェントな管理

ディスプレイ 表示モード LCD
情報の表示 入力電圧、出力電圧、出力 頻度、バッテリー 容量や負荷条件、ステータス 情報

出力波形タイプ 純粋な正弦波出力、トータル 高調波歪みTHD≤3
過負荷能力 > 120％1分、> 130％の10S

消費電力 スリープモード 1〜6W
通常モード 1〜図3（a）

変換効率 〜90％、80％
転送時間 <5msの（DC / DCにACにAC）
保護 過負荷、短絡、ハイ 過熱入力電圧、低入力電圧、

環境
温度 -10℃〜50℃
湿度  〜90％、10％
標高 ≤4000m

上記は、当社の標準パラメータです。予告なく変更すること。
Dチームと我々、我々は独自のプロのインバータとコントローラ·R&アンプを持っている
技術サポートおよびOEM ODMサービスを提供しています。
他人：
デザイン、技術文書、ユーザーマニュアル、製品カタログ、etc.Research開発部門は2014年5月5日に2TH版を作ったの概要をご参照ください。


